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ア フ タ ー ス ク ー ル 事 業   

備 品 の 管 理 ／ 費 用 負 担 区 分 に 関 す る 基 本 協 定 書  

 

 柏 市 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ） と ， ア フ タ ー ス ク ー ル 事 業 受 託 事

業 者 （ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） は ， ア フ タ ー ス ク ー ル 事 業 （ 以 下 「 本

事 業 」 と い う 。 ） の 実 施 に 伴 う 物 品 の 管 理 及 び 費 用 負 担 区 分 に つ い

て ， 次 の と お り 基 本 協 定 （ 以 下 「 本 協 定 」 と い う 。 ） を 締 結 す る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  本 協 定 は ， 本 事 業 の 円 滑 か つ 適 正 な 運 営 を 図 る た め ， 本   

 事 業 に お い て 使 用 す る 消 耗 品 及 び 備 品 等 の 取 扱 い ， 管 理 並 び に 費  

 用 負 担 区 分 に 関 し ， 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  本 協 定 に お い て 使 用 す る 用 語 の 意 義 は ， 次 の 各 号 に 定 め  

 る と こ ろ に よ る 。  

（ １ ）消 耗 品  

  １ 回 又 は 短 期 間 の 使 用 に よ り 消 費 す る 物 又 は 損 傷 し や す く 比 較  

 的 短 期 間 （ お お む ね ３ 年 未 満 ） に 使 用 で き な く な る 物 品  

な お ， そ の 性 質 上 長 期 間 の 使 用 に 耐 え る 物 品 で あ っ て も ， １ 物

品 あ た り の 購 入 金 額 が ３ 万 円 未 満 の も の に つ い て は ， 消 耗 品 と し

て 取 り 扱 う も の と す る 。  

（ ２ ）備 品  

  そ の 性 質 又 は 形 状 を 変 え る こ と な く 比 較 的 長 期 間 （ ３ 年 以 上 ）  

 に わ た っ て 使 用 に 耐 え る 物 品 で あ っ て ， １ 物 品 あ た り の 購 入 金 額  

 が ３ 万 円 以 上 の も の を い う 。  

基  準  3 万 円 未 満  3 万 円 以 上  

１ 回 又 は 短 期 間 の 使 用 に よ り 消 費 す る 物 又 は

損 傷 し や す く 比 較 的 短 期 間 （ お お む ね ３ 年 未

満 ） に 使 用 で き な く な る 物 品  

消 耗 品  

そ の 性 質 又 は 形 状 を 変 え る こ と な く 比 較 的 長

期 間 （ ３ 年 以 上 ） に わ た っ て 使 用 に 耐 え る 物

品  

消 耗 品  備 品  
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（ 消 耗 品 の 費 用 負 担 ）  

第 ３ 条  本 事 業 に お い て 実 施 す る 体 験 プ ロ グ ラ ム 及 び 日 常 の 事 業  

 運 営 に 必 要 と な る 消 耗 品 に つ い て は ， す べ て 乙 の 負 担 に よ り 調 達  

 す る も の と す る 。  

２  前 項 の 消 耗 品 に は ， 教 材 ， 絵 本 ， 玩 具 ， 文 具 ， 体 育 館 又 は 校 庭  

 に お け る 活 動 に 必 要 な 用 具 等 ， 通 常 の 事 業 運 営 に お い て 必 要 と さ  

 れ ， そ の 性 質 上 消 耗 品 と 認 め ら れ る 物 品 一 切 を 含 む も の と す る 。  

 

（ 新 規 物 品 購 入 時 の 費 用 負 担 区 分 ）  

第 ４ 条  本 事 業 の 運 営 に あ た り 新 た に 物 品 を 購 入 す る 場 合 の 費 用   

 負 担 区 分 は ， 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ １ ） １ 物 品 あ た り の 購 入 金 額 が ３ 万 円 未 満 の も の に つ い て は ，  

  消 耗 品 と し て 取 り 扱 い ， 乙 が 費 用 を 負 担 す る も の と す る 。  

  た だ し ， 電 化 製 品 ， 通 信 機 器 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 物 品 に つ い  

 て は ， 購 入 金 額 が ３ 万 円 未 満 で あ る こ と の み を も っ て 乙 の 負 担 と  

 せ ず ， 当 該 物 品 の 性 質 ， 用 途 及 び 契 約 期 間 満 了 後 の 帰 属 そ の 他 の  

 取 扱 い を 踏 ま え ， 事 前 に 甲 乙 協 議 の う え 費 用 負 担 区 分 を 定 め る も  

 の と す る 。  

 な お ， 本 事 業 の 継 続 的 な 運 営 に 不 可 欠 で あ り ， 契 約 期 間 満 了 後 に  

 乙 が 撤 去 す る こ と に よ り 本 事 業 の 遂 行 に 支 障 が 生 ず る お そ れ の あ  

 る 物 品 に つ い て は ， 原 則 と し て 甲 が そ の 費 用 を 負 担 す る も の と す  

 る 。  

（ ２ ） １ 物 品 あ た り の 購 入 金 額 が ３ 万 円 以 上 の も の に つ い て は ， 備  

 品 と し て 取 り 扱 い ， 原 則 と し て 甲 が 費 用 を 負 担 す る も の と す る 。  

 た だ し ， 当 該 物 品 の 性 質 ， 用 途 及 び 帰 属 等 を 踏 ま え ， 事 前 に 甲 乙   

 協 議 の う え 費 用 負 担 を 決 定 す る こ と が で き る 。  

２  同 一 の 物 品 を 複 数 購 入 す る 場 合 に お い て も ， 費 用 負 担 区 分 は ，  

 当 該 物 品 １ 点 ご と の 購 入 金 額 に よ り 判 断 す る も の と す る 。  

３  前 各 項 の 規 定 は ， 本 事 業 の 開 始 に あ た り 必 要 と な る 物 品 の 購 入  

 に つ い て も 適 用 す る も の と し ， 当 該 購 入 は ， 甲 及 び 乙 そ れ ぞ れ の  

 予 算 の 範 囲 内 で 行 う も の と す る 。  

 

（ 既 存 物 品 の 買 替 え ）  

第 ５ 条  本 事 業 に お い て 使 用 す る 既 存 物 品 の 老 朽 化 ， 故 障 そ の 他  
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 の 理 由 に よ り 買 替 え が 必 要 と な っ た 場 合 の 費 用 負 担 区 分 に つ い て  

 は ， 当 該 物 品 の 購 入 金 額 に 応 じ て ， 第 ４ 条 の 規 定 を 準 用 す る も の  

 と す る 。  

 た だ し ， 性 能 の 向 上 そ の 他 仕 様 の 変 更 を 伴 う 買 替 え に よ り 購 入 金  

 額 が ３ 万 円 を 超 え る 場 合 に は ， 当 該 買 替 え に つ い て は 前 条 の 規 定   

 を 準 用 し な い も の と し ， そ の 費 用 は ， 原 則 と し て 乙 が 負 担 す る も  

 の と す る 。  

基  準  
負 担 者  

甲  乙  

消 耗 品 (第 3 条 ) ―  ● 

新 規 物 品 (第 4 条 ) 

 消 耗 品  ―  ● 

 電 化 製 品 ， 通 信 機 器 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 物 品  事 前 協 議 （ ※ 1）  

 備 品  ●（ ※ 2） ―  

既 存 物 品 の 買 替 え (第 5 条 ) 

 (原 則 ) 新 規 物 品 準 用  

 (例 外 ) 性 能 の 向 上 そ の 他 仕 様 の 変 更 を 伴 う 買 替 え

に よ り 購 入 金 額 が ３ 万 円 を 超 え る 場 合  

―  ● 

（ ※ 1） 当 該 物 品 の 性 質 ， 用 途 及 び 契 約 期 間 満 了 後 の 帰 属 そ の 他 の 取 扱 い

を 踏 ま え た 甲 乙 間 の 事 前 協 議  

（ ※ 2） 当 該 物 品 の 性 質 ， 用 途 及 び 帰 属 等 を 踏 ま え ， 事 前 に 甲 乙 協 議 の う

え 費 用 負 担 を 決 定 す る こ と が で き る  

 

（ 物 品 の 管 理 責 任 ）  

第 ６ 条  甲 が 費 用 を 負 担 し た 備 品 に つ い て は ， 乙 は 善 良 な 管 理 者   

 の 注 意 を も っ て 適 切 に 管 理 す る も の と す る 。  

２  乙 は ， 備 品 を 本 事 業 の 目 的 以 外 に 使 用 し て は な ら な い 。  

 

（ 修 繕 又 は 買 替 え の 判 断 基 準 ）  

第 ７ 条  備 品 に 破 損 又 は 故 障 が 生 じ た 場 合 に お け る 修 繕 又 は 買 替  

 え の 判 断 に つ い て は ， 原 則 と し て ， 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ  

 る も の と す る 。  

 （ １ ） １ 物 品 あ た り の 購 入 金 額 が ３ 万 円 未 満 の 物 品 の う ち ， 電 化  
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  製 品 ， 通 信 機 器 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 物 品 を 除 く も の に つ い て  

  は ， 乙 の 費 用 負 担 に よ り ， 乙 が 修 繕 又 は 買 替 え の い ず れ か を 決  

  定 す る も の と す る 。  

 （ ２ ） １ 物 品 あ た り の 購 入 金 額 が ３ 万 円 以 上 の 物 品 に つ い て は ，  

  甲 の 費 用 負 担 に よ り ， 甲 が 修 繕 又 は 買 替 え の い ず れ か を 決 定 す  

  る も の と す る 。  

２  前 項 各 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 修 繕 又 は 買 替 え の 判 断 に つ い て  

 特 に 協 議 を 要 す る と 認 め ら れ る 場 合 に は ， 甲 及 び 乙 は 協 議 の 上 ，  

 当 該 判 断 を 行 う も の と す る 。  

 

（ 備 品 の 返 還 ）  

第 ８ 条  本 事 業 の 終 了 又 は 本 協 定 の 解 除 に 伴 い ， 乙 は ， 甲 が 費 用   

 を 負 担 し た 備 品 を ， 原 則 と し て 現 状 の ま ま 甲 に 返 還 す る も の と す  

 る 。 た だ し ， 甲 が 返 還 を 要 し な い と 認 め た 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

２  返 還 時 に お け る 通 常 損 耗 に つ い て は ， 乙 の 責 め に 帰 さ な い も の  

 と す る 。  

３  乙 が 費 用 を 負 担 し て 取 得 し た 消 耗 品 の う ち ， 本 事 業 の 終 了 又 は  

 本 協 定 の 解 除 の 時 点 に お い て 残 存 す る も の は ， 当 該 時 点 に お い て  

 甲 に 帰 属 す る も の と す る 。  

４  乙 は ， 前 項 の 残 存 消 耗 品 に つ い て ， 甲 の 指 示 に 従 い 引 き 渡 す も  

 の と す る 。  

 

（ 協 議 事 項 ）  

第 ９ 条  本 協 定 に 定 め の な い 事 項 又 は 本 協 定 の 解 釈 に 疑 義 が 生 じ  

 た 場 合 は ， 甲 乙 誠 意 を も っ て 協 議 し ， 解 決 を 図 る も の と す る 。  

 

（ 適 用 期 間 ）  

第 １ ０ 条  本 協 定 は 、 本 事 業 の 実 施 期 間 中 適 用 す る も の と す る 。  
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 令 和  年  月  日  

 

   （ 甲 ）  

   住  所  柏 市 柏 五 丁 目 １ ０ 番 １ 号  

   氏  名  柏 市  

       柏 市 長   太  田  和  美    印  

                 

   （ 乙 ）  

   住  所  

   氏  名  


